





Significance of Self-Narrative of Researchers Themselves in Qualitative Research
























































































































































































































































































































































































1970 年代の終わりに Hayano によって「人類学
者が自分自身を文化的レベルで研究することと」
定義されたという（Ellis and Bochner 2000= 
2006）．Jones らによると，オートエスノグラフィ
の歴史は，4 つの相互に関連する傾向の中に見ら

























である（Ellis & Bochner 2000=2006：137）．
上述のような定義づけのあいまいさをめぐる限
界がありつつも，オートエスノグラフィには次の
















































期の 2007 年 12 月 19 日にゼミメンバーによるフ
リートークを実施し，翌 2008 年 1 月 9 日にまと
めのディスカッションを，さらに 1 月 23 日締め
切りで最終リポートの提出を願い，それらをまと



















































































































2016 年実践から切り取ったものが次に示す 2 つ
の自己語りである．方法としては上記のとおり関
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